
 

 

平成２８年９月２３日 

 

ＡＬＩＣ／ＵＳＭＥＦ 定期情報交換会議の概要について 

 

独立行政法人農畜産業振興機構 

 

 

このたび、独立行政法人農畜産業振興機構（ＡＬＩＣ）は、米国食肉輸出連

合会（ＵＳＭＥＦ）と定期情報交換会議を開催しました。 

本会議は、日本、米国の食肉の需給状況等について意見交換を行う場として、

両国において原則として毎年度交互に開催しており、今回で通算３０回目とな

ります。 

記 

 

１ 日 時：平成２８年９月１５日（木）午前９時１５分～１２時４５分 

 

２ 場 所：米国・デンバー 

 

３ 参加者 

ＡＬＩＣ 

宮坂理事長、小林総括理事ほか 

 

ＵＳＭＥＦ 

フィリップ・Ｍ・セング会長、サッド・ライブリー首席副会長ほか 

 

４ 会議内容 

セング会長と宮坂理事長の挨拶の後、双方から米国及び日本の食肉需給に

ついて説明し、意見交換を行った。 

 

＜ＵＳＭＥＦからの説明概要＞ 

【米国の牛肉】 

・米国の牛肉生産量について、２０１５年は前年比２．３％減となったが、２

０１６年は、と畜頭数の増加等から同５．３％増と増加の見込み。２０１７

年も同３．４％増と増加が見込まれる。 

・牛肉生産量が増加傾向にある中、牛枝肉価格は低下傾向で推移しており、今
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後も低水準で推移すると見込まれる。 

・平均枝肉重量は２０１６年５月以降、前年同月を下回って推移。肥育牛価格

が低下傾向で推移していることから、肥育業者が早期出荷をしていることな

どが要因として挙げられる。 

・ＵＳＤＡによると、２０１６年の牛肉輸出量は、牛肉生産量の増加等により、

前年比９％増と増加が見込まれる。 

 

【米国の豚肉】 

・米国の豚肉生産量について、２０１５年は前年比７．２％増とかなりの増加。

２０１６年は同１．６％増、２０１７年も同２．５％増と増産傾向が継続す

ると見込まれる。 

・豚肉生産量が増加傾向にある中、豚枝肉価格は低下傾向で推移しているが、

中国向けの輸出需要の増加が価格の下支えをしている。 

・中西部において、２カ所の大規模豚肉工場が建設予定であり、２０１７年末

までの稼働開始を予定している。 

・こうした新規の食肉加工場の本格稼働により、２０１８年の豚肉生産量や輸

出量はさらに拡大できると見込まれている。 

 

＜ＡＬＩＣからの説明概要＞ 

 日本の直近の牛肉および豚肉の需給動向、和牛の輸出戦略等について説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

調査情報部 玉井、野田 

電話 03-3583-9804、9533 


